
脈
打
つ
街
道

　

国
道
１
号
と
並
行
し
、
豊
川
市
の
東

西
を
横
断
す
る
旧
東
海
道
。
街
道
沿
い

に
は
、
格
子
戸
を
構
え
た
家
々
を
は
じ

め
、
江
戸
の
風
情
を
偲
ば
せ
る
風
景
が

数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

普
段
、
生
活
道
路
と
し
て
利
用
さ
れ

る
こ
の
街
道
は
、
昨
今
の
健
康
志
向
の

高
ま
り
も
手
伝
い
、休
日
に
も
な
る
と
、

史
跡
巡
り
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む

方
で
に
ぎ
わ
う
散
策
エ
リ
ア
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。　

　

歴
史
と
暮
ら
し
が
隣
り
合
う
旧
東
海

道
沿
線
で
は
、
今
も
な
お
、
先
人
た
ち

が
残
し
た
伝
統
を
、
ま
ち
の
誇
り
と
し

て
た
い
せ
つ
に
守
り
、
次
の
世
代
に
送

り
継
ぐ
営
み
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
豊
川
市
の
文
化

資
源
で
も
あ
る
東
海
道
の
歴
史
や
、
古

く
か
ら
伝
わ
る
地
域
の
祭
礼
と
合
わ

せ
、
江
戸
の
文
化
を
今
に
伝
え
る
地
域

の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
商
工
観
光
課
（
89

局
２
１
４
０
番
）、
ま
た
は
生
涯
学
習

課
（
88
局
８
０
３
５
番
）
へ
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

～
と
よ
か
わ
東
海
道
～

T
oyokaw

a T
okaido

特 集
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御油駅 国府駅

御油
橋

旧  東  海  道

●国府
　観音

  姫  街
  道

至豊橋

●御油
本陣跡

名鉄名古屋本線

●大社神社

2

1

　

関
ヶ
原
の
合
戦
で
勝
利
を
収
め
た

徳
川
家
康
は
、
１
６
０
１
年
、
政
治

的
支
配
を
強
化
す
る
た
め
、
江
戸
と

全
国
の
拠
点
を
結
ぶ
５
つ
の
街
道
（
東

海
道
・
日
光
街
道
・
奥
州
街
道
・
中

山
道
・
甲
州
街
道
）
の
整
備
に
着
手

し
ま
し
た
。
そ
の
１
つ
、
江
戸
日
本

橋
か
ら
京
都
三
条
大
橋
を
結
ぶ
東
海

道
は
、
大
名
や
旅
人
、
物
資
が
行
き

交
う
日
本
の
大
動
脈
と
し
て
、
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

　

街
道
を
利
用
し
て
運
搬
さ
れ
る
物

資
は
、「
伝て
ん
ま馬

制
度
」
の
も
と
、
出

発
地
か
ら
目
的
地
ま
で
同
じ
人
や
馬

が
運
ぶ
の
で
は
な
く
、
宿
場
（
宿
駅
）

と
い
わ
れ
る
拠
点
ご
と
に
、
人
馬
を

交
替
し
な
が
ら
継
ぎ
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

宿
場
で
は
、
荷
物
の
受
け
取
り
と

次
の
宿
場
ま
で
の
運
搬
業
務
を
行
う

問と
い
や
ば

屋
場
や
、
大
名
な
ど
の
公
人
が
宿

泊
す
る
本
陣
、
一
般
の
旅
人
が
宿
泊

す
る
旅は
た
ご籠

な
ど
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

江
戸
か
ら
京
都
ま
で
、
宿
場
ご
と
に
53

5 赤坂見附跡 ▼宿場の入口に石垣を
積み、出入りする者を見張った場所
を見附といいます。

江
戸
と
京
都
を
結
ぶ

日
本
の
大
動
脈

2 御油問屋場跡 ▼問屋場には宿場の
最高責任者である問屋、その補佐役
である年寄、事務担当の帳付などが
置かれていました。

4 御油のマツ並木 ▼ 江戸幕府
によって整備された街道並木。
十辺舎一九の「東海道中膝栗
毛」で弥次喜多が繰り広げる
狐騒動の舞台として知られて
います。

3 東林寺 ▼生計の苦しい農家がお金を借り
るため、旅籠へ年季奉公に出した飯盛女（め
しもりおんな）と呼ばれる遊女たちの墓が
あります。

1 御油の追分 ▼ 東海道と姫
街道の分岐点。旅人の道標
となった高さ 3 ㍍の常夜灯
が置かれています。
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名電赤
坂駅

至岡崎

●赤坂陣屋跡

●御油神社

●宮道天神社

　音  羽

 川

御油
松並木公園

●

10

9
8 7

6

5

4 3

回
の
人
馬
の
継
ぎ
替
え
が
必
要
だ
っ

た
こ
と
か
ら
東
海
道
53
次
（
継
）
と

呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

豊
川
市
内
で
は
、
小
坂
井
か
ら
長

沢
ま
で
、
約
14
㌔
に
わ
た
っ
て
街
道

が
走
り
、
御
油
と
赤
坂
に
そ
れ
ぞ
れ

宿
場
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

１
８
４
０
年
頃
に
幕
府
が
街
道
の

概
況
を
記
し
た
帳
簿
に
は
、
御
油
宿
の

人
口
は
、
男
５
６
０
人
、
女
７
３
８

人
、
家
数
３
１
６
軒
、
旅
籠
が
62
軒

と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
赤

坂
宿
の
人
口
は
、
男
５
７
８
人
、
女

７
２
６
人
、
家
数
３
４
９
軒
、
旅
籠

62
軒
と
な
っ
て
い
ま
す
。
他
の
宿
場

と
比
較
し
て
、
家
数
に
対
し
て
旅
籠

が
多
い
こ
と
、
ま
た
、
女
性
の
人
口

が
多
い
の
は
、
両
宿
場
が
共
通
し
て
、

遊
興
の
場
と
し
て
栄
え
て
い
た
た
め

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　

　

ま
た
、
宿
場
近
隣
の
村
々
に
は
、

宿
場
の
人
員
や
馬
が
不
足
し
た
際
に
、

応
援
の
人
馬
を
提
供
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し

た
村
は
助す

け
ご
う郷
と
呼
ば
れ
、
国
府
や
長

沢
を
は
じ
め
、
多
く
の
村
々
が
こ
の

役
目
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
街
道
筋
に
あ
る
こ
れ
ら
の

地
域
で
は
、
問
屋
場
や
本
陣
、
旅
籠

な
ど
の
史
跡
を
は
じ
め
、
江
戸
の
文

化
に
ゆ
か
り
の
深
い
神
社
や
寺
が
数

多
く
点
在
し
て
い
ま
す
。

脈打つ街道 ～とよかわ東海道～特 集

6 関川神社の芭蕉句碑 ▼ 御油と赤
坂宿間の距離が東海道のなかで最
も短いことを、夏の短い夜に例え、

「夏の月 御油より出でて 赤坂や」と
詠んだ芭蕉の句碑が立っています。

9 旅籠大橋屋 ▼平成 27 年 3 月まで旅館業
が営まれていた江戸の建築様式の建物。旧
屋号は「鯉屋」といい、1871 年頃まで女
郎置屋（じょろうおきや）を営んでいまし
た。現在、平成 31 年公開（予定）に向け
て保存整備を進めています。

7 赤坂本陣跡 ▼間口 32 ㍍、奥行 50 ㍍、畳
数 422 畳もある門構玄関付きの格式高い本
陣であったことが記録されています。

10杉森八幡社 ▼ 昭和 61 年に神
社の蔵から発見された人形のカ
シラは、江戸時代に町の人々に
よって人形芝居が盛んに演じら
れていたことを伝えています。

8 浄泉寺 ▼境内にある大きなソテツは、
歌川広重の浮世絵「旅舎招婦ノ図」に
描かれたソテツと伝えられています。
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息
づ
く
伝
統
　
　  

    
街
道
を
飾
る

　

江
戸
時
代
の
面
影
を
残
す
東
海
道
沿
線
の
地
域
で
は
、
地
元
の
住
民

が
中
心
と
な
り
、
文
化
財
や
伝
統
文
化
の
保
存
に
努
め
る
と
と
も
に
、

当
時
の
歴
史
を
今
に
伝
え
る
祭
礼
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。　

神輿渡御に山車を曳きだしたのが始まりといわれる大社神
社の祭礼です。4 町内による山車曳きの他、絢欄豪華な衣
装をまとった歌舞伎行列が披露されます。夜には、手筒煙火、
打ち上げ花火などが奉納される盛大な夏祭りです。

国府まつり年番幹事
石黒 将史 さん（国府町）

4 町内が工夫を凝らし
た伝統の手筒煙火を披
露します。豪快な火柱
で飾る国府の夜空。ぜ
ひ、ご覧ください！

御油神社の祭礼で、宿場町の夏の祭りとして発展・継承し
てきた祭りです。厄男たちによる神輿巡幸や、6 町内から
出される山車曳きなどが行われる他、祭りが開かれる 2 日
間にわたって約 3,000 発の打ち上げ花火が奉納されます。

見どころは、青年たちが演出
する、世代の誇りをかけた年
長スターマイン。祭り初日の
最後をしっかり飾りたいと思
います。

国府夏まつり 7月最終（土）・（日）御油夏まつり 8月第1（土）・（日）

御油まつり総青年長
伊藤 貴仁 さん（御油町）
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宿
場
を
中
心
と
し
た
東
海
道
沿
線
で

は
、
古
く
か
ら
格
式
の
あ
る
祭
礼
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。　

　

特
に
、
三
河
の
天
領
（
幕
府
の
直
轄

地
） 

を
支
配
す
る
拠
点
で
あ
っ
た
赤
坂

地
区
は
、
他
地
域
と
比
べ
て
神
事
芸
能

が
重
ん
じ
ら
れ
、
祭
礼
時
に
は
、
代
官

を
は
じ
め
、
多
く
の
役
人
が
出
席
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
宮
道
天
神

社
の
祭
礼
で
行
わ
れ
る
神
輿
渡
御
の
最

中
に
は
、
大
名
、
旗
本
な
ど
の
行
列
を

禁
止
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、
祭
礼
に
は
、
奉
納
の
余
興
と

し
て
、
人
形
芝
居
や
神
楽
な
と
が
合
わ

せ
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代

中
ご
ろ
、杉
森
八
幡
社
の
祭
礼
時
に
は
、

地
元
の
若
者
に
よ
っ
て
毎
年
人
形
浄
瑠

璃
が
演
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
記
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

古
く
か
ら
遊
興
の
場
と
し
て
栄
え
た

宿
場
を
中
心
と
し
た
地
域
で
は
、
現
在

で
も
、大
名
行
列
や
歌
舞
伎
行
列
な
ど
、

東
海
道
な
ら
で
は
の
祭
礼
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
域
の
営
み
は
、
長
い
年

月
を
か
け
、
親
か
ら
子
へ
、 

ま
た
、
年

長
者
か
ら
若
者
へ
、
時
代
を
超
え
て

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

杉森八幡社の祭礼で、もともとは宮道天神社の余興であった
といわれています。参勤交代の様子を再現した大名行列では、
約 100 人が隊列を組み町内を練り歩きます。近年では子ど
も大名行列も行われ、より身近な祭りとして受け継がれてい
ます。

杉森八幡社お祭り青年団長
畔栁 尚弘 さん（赤坂町）

青年団最後の年。先代た
ちに恥じないようにきっ
ち り 決 め た い と 思 い ま
す！毎年恒例、長持ち衆
の寸劇をお楽しみくださ
い。

江戸時代、大干ばつのときに雨乞いをしたことから始まった
とされる宮道天神社の祭礼です。山車曳きや神輿渡御の他、
地元の青年が花魁（おいらん）や武士、娘などに扮する歌舞
伎行列は祭りの目玉となっています。

脈打つ街道 ～とよかわ東海道～特 集

雨乞いまつり 8月第３（土）・（日） 大名行列 10月第2（日）

雨乞いまつり青年団
団長 市川 健人 さん（左）（長沢町）
副団長 河合 郁 さん（右）（赤坂町）

子どもたちに祭りの
楽しさを伝えていき
たいと思います。歌舞
伎行列と合わせて縁
日も開催します。ぜ
ひ、お越しください！

Chapter

1
江
戸
の
文
化
を
伝
え
る

祭
礼
と
余
興
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小
学
生
の
頃
、
先
生
に
連
れ
ら
れ
て

並
木
の
草
取
り
に
駆
り
出
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
ふ
う

に
育
っ
た
せ
い
か
、
マ
ツ
は
生
き
物
で

あ
る
以
上
、
人
の
手
で
守
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
地
域
で
は
、
御
油
松
並
木
愛
護

会
が
中
心
と
な
り
、
年
に
３
回
の
草
刈

や
清
掃
の
他
、
毎
月
１
度
、
樹
勢
調
査

を
行
い
、
異
常
を
発
見
し
た
場
合
は
迅

速
に
市
へ
報
告
す
る
よ
う
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
マ
ツ
の
本
数
を
維
持
す
る
た

▲平成 21 年から定期的に
行われている御油小学校児
童によるマツの植樹。
▶御油小学校のプランター
で育てられているマツの
苗。3 年後、児童たちの手
によって並木に植樹され、
天然記念物の仲間入りをす
ることになる。

御油松並木公園で育成しているマツの苗木。並木と同じ環
境で育てることで、植樹後の根付きがいいという。

マ
ツ
を
守
る
の
は

今
も
昔
も
人
の
力

め
、
御
油
小
の
児
童
と
一
緒
に
植
樹
作

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
購
入
し
た
苗
木

が
う
ま
く
根
付
か
な
い
こ
と
も
あ
っ

て
、
並
木
に
あ
る
マ
ツ
か
ら
採
取
し
た

種
を
使
っ
て
苗
木
を
育
て
る
試
み
を
し

て
い
ま
す
。
試
行
錯
誤
の
結
果
、
芽
を

出
し
た
マ
ツ
は
、
今
、
ゆ
っ
く
り
と
葉

を
広
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

御
油
の
マ
ツ
並
木
は
、
古
く
か
ら
、

地
域
の
人
々
の
手
に
よ
っ
て
守
ら
れ
、

育
て
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
夏
は
木
陰
を

つ
く
り
、
冬
は
北
風
を
や
わ
ら
げ
、
旅

人
の
疲
れ
を
い
や
し
た
当
時
と
同
じ
よ

う
に
、
街
道
を
散
策
す
る
人
た
ち
の
休

息
の
場
と
し
て
、
立
派
に
育
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

御
油
と
赤
坂
の
間
約
５
６
０
㍍
に
わ
た
っ
て
続
く
御
油
の
マ
ツ

並
木
。
約
４
０
０
年
前
に
整
備
さ
れ
た
こ
の
並
木
は
、
国
の
天
然

記
念
物
に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
地
域
の
人
々
の
保
護
活

動
に
よ
っ
て
た
い
せ
つ
に
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
と
生
き
る

四
百
年
の
マ
ツ
並
木

Chapter

2

御油松並木愛護会
東 賀康 さん（御油町）
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小
屋
掛
け
は
、
丸
太
の
支
柱
に
、
格

子
状
に
組
ん
だ
2
0
0
本
近
い
真
竹

を
、
ド
ー
ム
状
に
し
て
天
井
を
覆
う
と

い
う
も
の
で
、
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る

技
法
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

中
心
と
な
る
小
屋
掛
け
の
会
を
結
成

し
た
の
は
平
成
18
年
の
こ
と
で
す
。
当

時
、
赤
坂
の
舞
台
の
復
元
を
き
っ
か
け

に
、「
小
屋
掛
け
を
復
活
さ
せ
て
、
次

の
世
代
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
」
と
い
う

機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

会
の
発
足
に
先
立
ち
、
小
屋
掛
け
の

伝
統
を
残
す
設
楽
町
田
峯
地
区
に
何
度

も
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
後
に
分
か
っ

た
こ
と
で
す
が
、
田
峯
地
区
の
小
屋
掛

け
は
、
お
よ
そ
3
0
0
年
前
に
、
赤
坂

の
地
区
か
ら
伝
え
ら
れ
た
も
の
だ
そ
う

で
す
。

　

最
初
は
苦
労
し
た
組
み
立
て
も
、
次

第
に
要
領
を
つ
か
み
、
格
子
の
き
め
が

整
っ
た
き
れ
い
な
小
屋
掛
け
を
作
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
小
屋
掛
け
の
会
の
メ
ン
バ
ー

の
多
く
は
70
代
で
、
竹
の
運
搬
や
高
所

で
の
作
業
に
と
て
も
苦
労
し
て
い
ま

す
。
復
活
し
た
伝
統
の
技
法
を
後
世
に

伝
え
て
い
く
た
め
に
も
、
小
屋
掛
け
の

文
化
を
多
く
の
方
に
広
め
、
若
い
人
た

ち
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

毎年 10 月に赤坂の舞台で開催される歌舞伎公演。小屋
掛けは、この 1 日のために作られる。

▲▶全て手作業で組み立てられる。支柱や竹組み
は、釘を使わず１つ１つ縄で結び強度を高める。

　

杉
森
八
幡
社
に
あ
る
赤
坂
の
舞
台
で
は
、
毎
年
10
月
に
、
歌
舞
伎
を
は

じ
め
と
す
る
伝
統
芸
能
が
公
演
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
舞
台
で
設
置
さ
れ

る
の
が
、
小
屋
掛
け
と
呼
ば
れ
る
手
作
り
の
観
客
席
で
す
。
伝
統
の
技
法

で
作
ら
れ
る
小
屋
掛
け
は
、地
域
の
人
々
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

復
活
し
た
伝
統
の
技
法
が

地
域
の
誇
り
に
な
る

Chapter

3
匠
た
ち
が
魅
せ
る

小
屋
掛
け
の
技
法

小屋掛けの会
山口 信昭 さん（赤坂町）

小屋掛けの会
高橋 吉一 さん（赤坂町）

脈打つ街道 ～とよかわ東海道～特 集
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時
代
と
と
も
に
変
わ
る

国
府
市
の
趣
き

　

国
府
市
は
、
江
戸
時
代
に
赤
坂
陣
屋
の
代
官
が
家
臣
に
命
じ
て
開
か
せ

た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
初
め
の
頃
は
、
毎
月
6
回
の
「
六

斎
市
」
で
あ
っ
た
も
の
が
、「
歳
の
市
」
に
変
わ
り
、
現
在
で
は
、
毎
年

2
月
11
日
の
建
国
記
念
日
に
盛
大
に
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

お
買
い
物
は
、
国
府
市
で

Chapter

4

　

40
年
ほ
ど
前
は
、
街
道
に
沿
っ
て
、

今
よ
り
ず
っ
と
長
い
距
離
を
露
店
が

立
ち
並
ん
で
い
ま
し
た
。
商
店
街
が

元
気
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
当
時
の

国
府
市
は
、
生
活
に
必
要
な
品
を
買

い
に
来
る
お
客
さ
ん
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
日
頃
必
要
な
物
が
あ
っ

て
も
、
国
府
市
の
開
催
を
待
っ
て
買

い
物
を
す
る
お
客
さ
ん
が
い
た
ほ
ど

で
す
。

　

時
代
と
と
も
に
、
商
店
街
の
に
ぎ
わ

い
が
薄
れ
る
と
、
国
府
市
の
趣
き
も

少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
近

年
で
は
、
地
域
の
若
い
方
々
が
中
心

と
な
り
、
国
府
市
に
合
わ
せ
て
ウ
オ
ー

ク
ラ
リ
ー
を
開
催
し
た
り
、
地
元
中

学
生
の
吹
奏
楽
演
奏
が
披
露
さ
れ
た

り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
趣
き

は
変
わ
り
な
が
ら
も
、
地
域
の
方
々

が
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
貴

重
な
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
国
府
市
の
歴
史
や
文
化

を
感
じ
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
き

た
と
も
思
い
ま
す
。
江
戸
時
代
か
ら

３
０
０
年
以
上
、
こ
の
地
域
の
人
々

に
よ
っ
て
営
ま
れ
て
き
た
国
府
市
。

古
く
か
ら
の
趣
き
を
た
い
せ
つ
に
し

な
が
ら
、
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
国
府
市
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

国府連区
鈴木 髙行 さん（国府町）

街道南側にある国府観音には、国府市開設に
尽力した片岡丈右衛門の供養塔がある。

▲国府市名物厄除け餅。これを食べ
ると夏病みの難を逃れるといわれ、
毎年買い求めの客で列ができる。

▲西部中学校による吹奏楽演奏。国府市
をにぎわす恒例の行事となっている。
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江
戸
時
代
に
活
況
を
み
せ
た
東
海

道
は
、
明
治
時
代
に
入
り
、
参
勤
交

代
や
伝
馬
・
助
郷
制
度
が
相
次
い
で

廃
止
さ
れ
る
と
、
衰
退
の
一
途
を
た

ど
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
1
8
8
9

年
に
全
通
し
た
東
海
道
本
線
が
海
岸

部
に
迂
回
し
て
開
通
し
た
こ
と
も
あ

り
、
旧
東
海
道
は
、
交
通
の
要
衝
と

し
て
の
役
割
も
失
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

急
速
な
開
発
か
ら
取
り
残
さ
れ
る

一
方
で
、
旧
東
海
道
沿
線
は
、
往
時

の
歴
史
を
伝
え
る
文
化
財
な
ど
が
数

多
く
残
る
地
域
と
し
て
形
成
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
地
域
で
は
、
残
さ
れ
た
江
戸

時
代
の
歴
史
・
文
化
を
絶
や
す
こ
と

な
く
、
長
い
年
月
に
わ
た
り
、
次
の

世
代
に
つ
な
げ
て
い
く
営
み
が
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
地
域
の

歴
史
を
た
い
せ
つ
に
す
る
気
持
ち
が
、

地
元
を
た
い
せ
つ
に
す
る
気
持
ち
と

な
り
、
住
民
の
誇
り
と
な
っ
て
い
る

か
ら
で
す
。

　

豊
川
市
を
走
る
東
海
道
は
、
地
域

の
歴
史
を
未
来
に
伝
え
る
大
動
脈
と

し
て
、
今
も
な
お
脈
打
ち
続
け
て
い

ま
す
。

思
い
返
せ
ば
、四
百
年

写真：国府夏まつり
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